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Some Sulphide Deposits of Kochi Prefecture,
沢　，村　　　武　　　雄
　,(高知大学文理学部地質学教室)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔緒　　　言〕　　　　　　　．
　筆者呟高知県下の金属鍍床について，先に，鉄'・ンガン鍍床においては国見山福山CO含鋼黄鉄
鍍々床については上倉鉱山(2)・東向鉱山(3)の調査研究成果を公表したが，更に1953年８月, 1955年
2･～3月に調査しだ黄鉄鍍々床の川ノ内篇山，含銅黄鉄鉱々床の土佐山鉱山・黒森地区等について
その結果を報告する，
　なお，こ０調査にあたり，終始行動を共にし，種々協力をいすこヽぶいた高知県商工謀技師小松重敏
氏に深謝する．あわせて，いろいろ便宜を具えられた川ノ内鍍山０飯田市五郎氏，黒森地区の大原
正利氏その他の方･々に謝意を表したい．
　　　〔１〕川ノ内鉱一山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　位置・交通・沿革：川ノ内鍍山は，高知県香美郡在所村川ノ内にあり，地理調を所発行５万分Ｏ
１地形図｢大栃｣に属する／ﾆﾋ讃紗土佐山田騨から大栃方面行省営バ不で12knl弱の上野尻に至
り下車，更に北へ約6. 5kmで現地に至る．小形トラックは乗入可能である．高知市元標から東北
方へ直距離約26kmの位置にある．本鉱山ぱ1953年２月に，北九州炭噛株式会祀々長秋水近嘉氏
が中島嘉八郎氏から鉱業櫨を得(1955年４月26日，採1妬号･)，採掘に着手したが，その後鉱況が期
待に反したヽゝめ, 1955年ｎ月を以て休山ｐやむなきに至った．鋪石は土讃緑土,佐山田騨までドラ．
クを用い，以後国鉄喩洽により，住友化学工業株式会戦新居浜製造所(愛媛県新居浜j)および別府
化学工業株式会鉉(兵庫県加古川j)へ売鉱した．出鉱量は次０通りである.
　.　1952年　　　779トン(中島嘉八郎氏０時代)
　　　1953年　　　1,120トン
　　　1954年.　　700トン
　　　1955年　　1,134トッ(Ｕ月休山まで:)
　地質・岩石：この附近０地質については，古くは小川琢治博士による20万分のＬ図幅訓査があ
り(4)，また1938年商工技師鈴木達夫氏による７万５千分の１図幅調査もある(5).本地域はいわゆる
上部秩父古生暦に属する.地唐は珪岩･硬砂岩･頁岩砂岩互胚を主とし，走向N60°～80°Ｅで，傾斜
は30°～80°Ｎである．鍍床附近には絲色岩類が見られ，これは大成源輝線凝荻岩の這入噴出による
ものと，その影響による珪岩０骨盤化作用の結果によるも０とが主体をなずようである(第１図)．
火成源輝線凝荻岩が実際に坑内外において観察される部分は少いが，そ０逃入噴出９際かなり珪岩
を交代しだものゝようで，緑色岩中にred chert が,islandとして取り残されているものがあり，
まﾌﾞここれは顕微鏡的にも観察され,る．この絲色岩類⑤後人成作用によって鉱床が胚胎し記も○と思
われる．
　母岩の変質０順序は,既に公表しだ国見山福山･上倉篇山および永禄告⑤ﾆﾋ佐山鉱山等と多少趣き
を異にずる／それは,第１次の絲泥石化作用０後,初期珪化作用-ﾀ鉱化作用一々珪化作用一々炭酸塩化作
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‘嵩知県の硫化物鉱床の二治こらいでト(沢．村)
ｉ
用-ﾀ第２次線泥石化作用・蛇紋石化作用の順となることで，こ=のとど･は既公表の東向銀山の場合と
同様である．ﾌﾞこヽ,;本鍍山の特徴は，珪化作用が非常に消極的であ名０に，炭酸塩化作用が頗る旺盛
であることである．後者については肉眼的にも，瀬微鏡的にもよぐ観察される．断暦は地歴の走向
に沿うものと，これと直交する方向のものが卓越し，傾斜は前者は北，後者は四が卓越する．
一鉱　床：絲色岩類辺入噴出の後火成作用による熱水作用と関痙して胚胎しだものと思われる．鍍
床の形は古生代（二邑石炭紀）のものによく見られるように，錯は続くが暦状にきまらす, pocket
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･j　7　　1状をなし変化に富む．銀作は必ずしも地暦面に千行に胚胎せす／地吾が北傾斜であるのに，銀作が
南おとしになっている部分が多い．これは国見山銀山においても富鉱部娘同じ状況で忠）つた．鏡石
は黄鉄鉱で，品位はS45%である．銀床は多くの後生断怒によって切られ，既述のように，モ０走
向は地暦の走向と千行なものとこれに直交するものとが卓越す右．銀床生成と関係のあっ,たど思わ
れるような断吾はほとんど見当らす，すなわち断暦直ひ的な鍍床は見当らない．鍍床生成前或は同
時に出来た断暦はあるかも知れないが，銀床が比較的大きな断腸に出会った場合すれがないもめは
ない．しかしながら，鍍床の胚胎が上述のように'1-OQ shear zone への熱水作用と関係あるもＯ
とすれば，すべての断暦がすべて後生であるといｙ切ることも七きない．銀床ｐ上盤側の緑色岩は
多少淡色で珪質,下盤側の緑色岩は多少濃色で石女質で弗るとyヽう傾向ゆあるが,絶対的なものでは
ないので，探扇には不便である．鉱床を胚胎する緑色岩の下盤に硬砂岩があるが，硬砂岩中に胚胎
する拙作はない．まだ骨盤化の著しくない珪岩中に鍍床応）胚胎はあるが大規模のものはない．とに
かく，鍍床は緑色岩中のも（Ｄを問題とすべ舎である．緑色岩は西露頭の谷で大体切れているし，儒
坑の珪岩より東では認められないので，末節山の鉱床皿，奮焼と四露頭の谷との間（約300m）以
外には期待は持てない．坑外調査においても現在銀作附近の緑色岩の延長は既述範囲以外にはほと
んど認められないぐ第２図）．　　　　　　　　　　／　　　　　　十
　要約：　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　（１）川ノ内鉱山は，高知市元標から束北方へ直距離26kmの位置にある黄鉄鎖ヵ床である.
　（2）この地方の地質は，いわゆる上背秩父古生辰に属し，珪岩・硬砂岩・砂岩頁岩互暦および緑
色岩類より成る．地暦の一般走向・傾斜はN60°～80°E, 30°～80°Ｎ.である.
　（3）鏡石は黄鉄鎖で，鎖休ばβｏｃｋｅt状をなし，母岩は主に絲色岩類である．成因は珪岩を交代
或は責盤化した緑色岩類０後大成作用による熱水性鎬床マやる，
　㈲　母岩の変質は，第１次雄泥石化作用→鍍化作珀→炭酸塩化作用→第２次禄泥石化作用・蛇紋
石化作用の順序に行われ，珪化作州が躬く，炭酸塩化作用が強いのが水銀床の特徴である.
　（5）水鍍山の鎖床は，範囲が狭く，大しだ望みヽをかける,ことは出来ない．
　　　　（２）土佐山鉱山　　　　　　　　‥‥
　位置・交通・沿革：水銅山は高知県土佐郡土佐山村高川にあり，地理調査所発行５万分の１地形
図「高知」に属する．高知市元標から県道24km Ｏ地点にある.い高知市土佐橋より高知県交通バス
を利川すれば約１時間で土佐山村平石に着く．こ）マバスを拾て北へｌｋｍ余で高川である．鎖区
探登124で，面積997,000坪に及ぶ．沿革はつまびらかでないが，今から170年前藩主山内一豊公の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　■■ふ･I=･　●時これ仝小規模に採掘稼行したことがあり，儒坑直下０沈畔で現在”フキノモドという地点で鍍
石を吹いて粗銅を得ﾌﾞこことがあるらしい．現在鎖業権者は住友金属鏡山株式会社であるが，第２次
大戦前，高岡郡佐川町森淳太郎氏から買山したものら如くで,ある．戦時中住友金属によって銅鉱床
として探陥が試みられだが，鍋況好転せす，中止休山して現在に至っている．
　地質・岩石：この附近の地質についての既刊行図幅及び論明書は，上記川ノ内鉱山の場合と同様
である（6）･（7）.本地域はいわゆる上部秩父古生肝に属する.地海は珪岩･砂岩･頁岩砂岩互暦をまとし，
本地域の四岬二ふヽいては走向東北一四耶怖斜束呵東叫郡は彭胆ド叫弗に近く・仰斜几東賜
４
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部は走向西北－東南，傾斜東北の傾向である．珪岩は原状或は塊状で黒色・白色・淡緑色などをな
し，砂岩は淡褐色中,粒である．,第３図の地質図に示すように，緑色岩類が最も興味のあるもので，
これはigneous originのものとsedimentary origin のも０とに２大別出来ると思われる．前者
には顕微鏡観察によねば輝線凝次岩(大成源)・輝線岩・概攬石玄武岩様岩石などがあり，‥これらＯ
後火成作用が鍍床の生成に関係あるものと思われ，後者には珪岩が青盤化されたと思われるもの，
また本坑内岩石０顕微鏡緬察では粘板岩が炭酸塩化作用０後緑泥石化作用を受けだと思われるもの
(chloriteがcalcite vein を切っている)などがあり，珪化作用も認められる．両者共更に蛇紋石
化作用が相当に見られる．明かにophitic structure を示す輝線岩中の斜長石はsaussuritization
を受け，鉄分はＦｅ２０３となり岩石に赤味を与えている･.丿ほ岩の変質の順序は，鍍化作用-ﾔ珪化作
用一々炭酸塩化作用→緑泥石化作用-y蛇紋石化作用であって，既報告の上倉鎬山その他と大体同様で
ある.,緑色岩類の辺入にあたっては珪岩が廣範囲に交代されたと思われる点か認められ，木坑北側
渓谷の基盤中には緑色岩中に珪岩のislandが含まれ，その附近の緑色岩は珪質で堅い，断胚は西
北一東南方向のものが最も卓越し，東北一四南方向のも０がこれに次ぐ．本地域の地形はＹ宇型の'
渓谷によって３分されるが，おヽ,ゝむね断原谷と推察される.
'鉱　床：土佐山鍍山本坑は，水区城内の東北部にあって．海抜高度340m附近に渓谷に面して上
下２坑道が間坑されている．坑道延長は第４図坑内図に見るように，余‘り深くなく，上部坑道は総
　　　　　　　　　　　　　第４図　土佐山鉱山Ｉ坑内図
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高知県の硫化物鉱床の二，三について　（沢　村） ５
　延長約100mで，所.々支坑道や掘上り，掘下りを有する．下部坑道は約40m程度の延長に過ぎない．
　下部坑道は入坑不能で･あっ戈が，上部坑道について見ると，石英脈，方解石脈を追って掘進したよ
　うで，所.々にpocketがあったと傅えられるが，掘り残しのようなものは全然見当らない．両盤共
　緑色岩である.,坑内図のＡ部は，床よ'り４ｍぽかり掘上り，20～釦トン程度０含銅硫化鍍を産し交
　という，またＢ部は掘下り２ｍ弱，掘上り床より６～７ｍで，この附近では100トン程度を産した
　ようである，細石棺見当らないが，細石の胚胎したといわれ名附近０緑色岩は蛇紋石化作用強く，
　特に下盤側が烈しい.ように思われる．鑓は北おとしで50°程度０ようで，細体の厚さ最大1.3 m,
　巾６ｍ，延長７ｍ程度の凸レンズ型をなしていたように見える．下盤は石英脈に貫かれ,.珪孔雀石
　を件う．この附近から坑道は東南に折れ，さらに南より南西へと掘進されているが，Ｂ部附近の状
　況より判断する,と，探皺坑道の.掘進を跳ったものゝようで，方向を変えず東へ延長すべきであった
　ように思う．坑口の前のすりから見つけた鍍石を見ると，石英脈に比較的良質の含銅硫化鍍を含
み，水鉱床の成因は，珪岩を交代逃入した緑色岩類の後火成作用で胚胎した熱水性細床と判断す
　る．脈石は石英である. 1937年に買山に先立って調査しだ佐竹技師が，すり中から発見･した細石を
'分析した結果はAu 1.8g/t ・ Ag ２７ｇ/t・ Cu 7.44%・S28.62％となっている:ま赳司技師０調査報
　告(8)に記載されている第１露頭･第２露頭は発見出来なかった:．とにかく本籤山０細床については，
　大した望みをかけることは出来ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　，次に土佐山銅山と直接関係ははいが，同一鍍区内に散在する他の細床・蜀坑につき略述する．先
　す鍍区東南部のーンガン細について見ると，坑口は高度海抜270mの場所に, N30°Ｗの方向に掘進
　しているが，坑口より３ｍで崩壊しこそ０奥は水が溜って入坑不能であった．珪岩を籤染した形の
　細床で，上盤側にmarbleｲﾋした石友岩がある. marbleｲﾋは石女岩を'交代しだ輝絲岩～火成源輝
　緑凝友岩によってなされたようヤある．踏石は酸化－ンガンである．
　　細区西部の鉄マンガン細は，露頭を調べても盤肌がはっきりしないので，細脈の走向も不明瞭で
　あるが, N40°Ｅの如き方向と思われる．露頭は多少掘りかけたらしいが，その想定幅員は1～
　1.5mで，表面は酸化されている．母岩０珪岩はN60°Ｗ程度の走向らしく，表土が厚くて調査困
　難であったが，珪岩中の鍍染縞床のように見える．
　　こ０-・ンガン露頭から東北方水平距離120mで，海抜高度480m O位置に含銅硫化細０葛坑があ
　る．東の土佐山銅山と全く同性質の細床と思われる．坑口は上下２坑あり，床の高低差2.5mで，
･上位坑道はＮ６０°Ｅ Ｏ方向に３ｍばかり掘進し，下位坑道は約２ｍ Ｎ７０°Ｗの方向に掘り下った後，
　N60°Ｅの方向に掘進しているようであるが，水のだめ入坑出来なかった．両盤共緑色岩で，傾斜
　は北へ60°程度である．掘った人の氏名も年代も不明で，金山という学名があり，徳川時代末期か，
　明治初年か，吹いﾌﾞここともあると傅えられるが，その扱も見,つからない．　　　　　　｀
　要約:
　（1）土佐山肩山は，高知市元標から県道24kmの地印こある含銅黄鉄鍍･々床である･
　（2）こ０地方の地質は，いわゆる下部秩父古生辰に属し，珪岩・砂岩・頁岩砂岩互辰および輝絵
岩ないし輝線凝次岩，含瞰攬石玄武岩様岩石等より構成されている．
　卯　鍍床は，石英を脈石とする含銅黄鉄鍍より成り，凸レンズ型をなし，母岩は珪岩であるj成
因は珪岩を交代して這入した緑色岩類（連鎖岩）０後火成作用による浅熱水性鎖床である.
　㈲　本領床の母岩の変質は，鉱化作用→珪化作用一々炭酸塩化作用-ﾀ絵泥石化作用一々蛇紋石化作州
の順序に行われた.
　（5）本領山の鎖床には大した望みヽをかけることはできない．
　　　〔３〕黒　森・地　区
　位置・交颯・沿革：木神域は廊知県高岡那叫知1町の黒葎山(.rf5|tlO17,6m)の東巾山脈一帯忙占
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める地域で，・地理調査所５万分の１地形図F越知よに鸚する，土譜糾佐川騨から国鉄パス:を利用
しに約13kmで野老山に下車，仁淀川０対岸筏津へわたり.，徒歩Te栗ノ木を経て約５ｋｍで稲村(鎖
区南端うに到着する．オート三輪やグロトサンを利用希れば横畠を経てその･まゝ稲村に達すること
が出来る．また横畠までは県交通バス０定期便０利用も可能である,ト鎖区は面積16,827アールに達
し，銚業権者は大原正利氏である．約20年前，九州０古岡伝蔵氏が現鎖区の南半分を初めて出願し
鎖区の設定を見たが, 1953年秋に至り，該擬区の満了せﾐる‘も０に北半部を追加して出願許可とな
り，金・銀・銅・鉄・硫化・マンガン鎖の試掘権設定となっすこも○で忠)る．現在探掘の運びに至っ
ていない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'‥
　地質・岩石：この附近０地質については，既述の小川琢治博士の20万分の１図幅調査があるのみ
で ,20万より小さい縮尺の刊行物はない．７万５千分四１伊野図幅は未刊であり，僅かに高知市一
宮中学の平田教論による５万分の１佐川図幅がアンをニア陽画に,して．一部に配布されたに過ぎな
い．本地域はいわゆる秩父古生肝に属する．地暦は除岩・硬砂岩ないし砂岩・頁岩砂岩互肝より成
り，走向東北一西南，傾斜北のも０が卓越する．珪岩には居状０もの塊状の.ものが認められ，肝状
０ものを見ると摺曲烈しく，本地域東端部を南北に走各断呼谷の他，東西性の断暦頗る多く１つの｀
shear zone をなし，緑色岩類の這入ｌ見るに至らたと考えられる．その逃入に際し，一部red
chertを交代し，そ０交代が完成されずして取り残された臨land が所々にある．黒森山頂上から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1●1f-　　　　● 1北方の稜絲附近の如きは，上倉鎖山のred chertが交代された状況と酷似している．緑色岩類中に
は粘板岩が青盤化されたと思われるもＣ)もあるが．節絲岩～火成源扉絵凝衣岩が多く･，第５図地質
図に見るように，本地域南部には蛇紋岩化されたヅン徹攬岩を顕微鏡によらて確認した.'絲色岩類
地域はいうまでもなく，これて)地表に認められない地域においても,そ０後火･成作斤に)ため熱水が溶
染し，いたる所石英訳の細訳(厚さ数ｃｍ程度ﾐ)が貫入し√緑簾石を件うもの多く，また陽起石の
針状結晶の見られるも０もある．また，黄鉄鎖の微結ぬぐ主に六而体j)や，時に多少のヤッガッ
分，銅分を件うところが諸所に認められる．　　　　丿　　ノ
　鉱　床:‘前項において述べたように緑色岩類の這入に続く後火成作用によって地域内いたる所に
熱水を溶染し，多少の黄銅鎖を伴う硫化鉄鎖，酸化他ンガン等０解頭が散在する．これ等応)露頭に
つい七次に略述する(露頭番号は第５図参照j).ノ　　　　　　　，　≒　　　　　犬
　露頭(１)：Ｎ８０°ＷＯ方向に延長約２ｍ，幅約15cm位の黄鉄鎖および蜂／巣焼の露頭が鑓をなして
いる．レンズ状をなし，緑色岩のfissureを鍍染しすこも○と思われる●．　　　　　　　　　　　　　　　・
　露頭(２):上記(1)の延長上.に同性質の鑓が，延長５ｍド幅約35むｍＯ規模であらわれている．附近
は幅数ｃｈｌ程度の石英訳が縦横に貫入し，緑簾石を絆う. (1)およびぐ2)の品位は, 1952年３月大阪通
商産業局による分析によれば, Au 0.3g/t ・ Ag 37g/t ・Cu 5.27%となっているが，筆者の調を時
には，Ｃｕの力らる高品位０も０は見当らす, 1954年10月高知県工業試験場による分析値Cu 0.6％
が相応のところであろう．　　　　　　　　　　　　　　　ト
　露頭卯：これは(2)c S30°Ｅの方向70～80mの位置にあり，延長２ｍ，鑓幅という程のこともな
い硫化物の露頭である. 1953年５月および1954年10月り県工業試験場による分析によって, Cul.61
％および0.31～1.09％が得られているが，露頭(1)～(3)の何れも，そ０地下におヽいて稼行に足る如き
含銅硫化鎖床の胚胎を期待することは困難である．試みにこの附近を中心として電探を実施して
乱潜在筒床の可能性は頗る少いものと推察する．
　露頭(φ)：珪岩が更に石英訳の道人を受け，それが黄鉄鉱を件らてきた．大阪通商産業局.・高知県
工業試験場による分析値があるが，Ａｕ・Ａｇ・Ｃｕ何れも蒼無ないし痕跡である.・・
　露頭(５):黄鉄鎖によって浸染された粘板岩で之)る，
　露頭(6):黄鉄鎖或は酸化－ンガンにより鎖染された極めて小規模の珪岩の露頭である．大阪通商
尚早昂ｏ分析によｵしばMnO 14,25～2い埓・Ａリ0. 3g/t ’Ag 163g/tで問輝にならない，
　　　　　　　　　　　高知県の硫化物鉱床の二，三にういて　(沢　村)　　　　　　　　'７
　露頭(７)・(8)・(9):何れも上述０ものと大差なく，･酸毅ハンガン・黄鉄鎖およびこれ０酸化物など
で，銅分なし．
　露頭剛：赤鉄鉱の露頭として取扱われてきたようであるがj黄鉄皺０焼けに過ぎない．士.盤の珪
岩中の硫化鉄が，酸化によって溶出し，更に酸化作用が逃んでFeS04→Fe2(SO4)3→Fe(0H)3→
Fe2Oバ
　以上を総合して見ると，本地域内には，鉄分・銅分・-・ンガン分の浸染は，至る所にあるとはい
え，いずれも規模甚だ小さく，稼行に足る鎖床は期待し得ない．強いて潜在鉱床探鉱０ため，電探
を実施するとすれば，露頭(1)～(3)附近であろう．
　要約:
　(1)本地域は，高岡郡越知町北端，黒森山東南麓一帯で，土讃線佐川畔から北四方直距Sill 12km
0位置にある.｀
　(２)こ０地方０地質は，いわゆる秩父古生吾に属する珪岩・硬砂岩・砂岩・頁岩および青盤化粘
板岩・輝線岩～大成源輝線凝灰岩・ヅン概攬岩０如き絲色岩より構成されている．
　卯　１つのshear zone で，緑色岩類辺入に件う後火成作用で，諸所に熱水液０溶透を促し，同
時に鉄分・-・ンガン分・銅分を以て鉱染した鱗頭が散在する.
　㈲　稼行に足る鎖床０期待は極めて少い．
　　　（４）結　　語
　以上川ノ内鉱山・土佐山鏃山および黒森地区･の鏃床について，それぞれ位置・交通・沿革・地
質・岩石の他鏃床の形態・性質・成因等について述べだが，これらについての共通点をあげて見る
と次のようである.
　（1）地質がいずれもいわゆる秩父古生暦に属し，岩石は珪岩・砂岩・頁岩および絲色岩類よが成
ること.
　（２）それぞれ１つＯ shear zoue をなし，これに逃入噴出した緑色岩類が，主に珪岩を骨盤化お
よび交代し，その後火成作用による熱水性鏃床として，硫化物絞床を胚胎するに至った．
　卯　鏃床０形は，暦状というよりはむしろ塊状，レンズ状或はpocket状をなす．脈石は主とし
て石英,･鍍石鏃物は黄鉄鏃のみが３者に共通である．
　鏃床０成因その他０性質については，筆者が既に公表した国見山鏃山・上倉鉱山・東向鏃山等の
それと相通するものがある．以上６鍍山０うち，上倉鉱山０みが安芸川暦の中生暦に属するが，い
ずれも這入線色岩類が迎鎖岩となり，珪岩を交代し，その後火成作用によって生じた熱水性鎬床で
あることは興味ある点であって，筆者が上倉鍍山の研究報告中で詳述し，その結語の第７項・第８
項にまとめた内容（川が,本報告０諸鉱山にも該当するように思うのである．すなわち緑色岩類貫入
の時期については，秩父古生居中０鍍床も，安芸川暦中の鏃床も，相前後して行われ，牛来博士の
いわゆる変動大陸時代の或時期と考えられる．また，鏃床０生成機構は，高知県下秩父古生辰およ
び安芸川暦群中に胚胎する金属鏃床に共通レ，まだ紀州の同一辰準中０金属鍍床にも共通するよう
に思われる．
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SUMMARY
Some Sulphide Deposits りf Kochi Prefecture,
　　　　　　　　　　　　　　　　By　Takeo SAWAMURA
(Geological and Mineralogical Laboratory, Liberal Arts Faculty, Kochi University)
　　　　〔I･〕Kawanouchi Mine
　(1) The Kawanouchi Mine is about ２６km northeast of Kochi City. The ore ･bodies of
the mine are of pyritic deposits･
　(2) The rocks in this region belong to the Chichibu Palaeozoic System and are quartzite.
graywacke, sandstone and shale. Intrusive rock is igneous schalstein. General strike
and ｄ哨of the system are N60°～80°Ｅ， 30°～800N.
　(3) The ore mineral is pyrite. The ore bodies occur as massive or lenticular bodies. In
general, the country rocks are green rocks. The ore bodies are hydrothermal-metazomatic
deposits by the postigneous　action of　green　rock intrusion, and　the altered　rock is
quartzite.
　(4) Alteration of the wall rock in these ore deposits took place in the following order:
earlier chloritization→mineralization→carbonitization→later chlorit.ization･serpenitization.
　　　　（I）ＴＯＳａｙａｍａMine　　　　　　　　　　　y
　(1) The Tosayama Mine is about １０km north of Kochi City. The ore bodies of the
mine are of cupriferous pyritic deposits.
　(2) The rocks in this region belong to the Chichibu Palaeozoic System and are quartzite,
sandstone and shale.　Intrusive rocks are diabase, schalstein (igneous origin) and olivin
basaltic rock.
　(3) The ore minerals are pyrite and chalcopyrite. The gang mineral is quartz. The
ore deposits of the mine occur as lenticular bodies　and are hvdrothermal-metazomatic
deposits by the postigneous action of green rocks (ore bringer) intrusion. The altered
rock is quartzite.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀.
　(4) Alteration of the wall rocks in these ore deposits took place in the following order:
mineralization-^sllicification一々carbonitization→chloritization→serpenitization.
　　　　〔l〕Kuromori Region
　（1）ＴｈｅKuromori Region is about 12 km northwest of Sakawa station of the Dosan
Line.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　(2) The rocks in this region, to　the Chichibu Palaeozoic　System and　are quartzite,
　高知県の硫化物鉱床０二，三について　（沢　村）　３
一一一
９
sandston and shale. Intrusive rocks are diabase, schalstein (igneous origin) and dunite｡
　(3) This region was　ａ shear zone, and hydro thermal solution after the postigneous
action of green rock intrusion, soaked into this shear zone. Consequentryﾀ　there are
many out crops impregnated with pyrite, chalcopyrite and Mn-oxide, but the writer
cannot expect profitable ore bodies in ihis region.
　The ore deposits of　Kunimiyama, Kamikura, Kochimuki, Kawanouchi, Tosayama
and Kuromori are hydrothermal･metazomatic deposits by the postigneous actign of green
rock intrusion, and the altered rock is quartzite.
　As the writer described in the Research Reports of the Kochi University (Vol.もＮＯ･
16, 1955), he assumes the ore　deposits in Chichibu Palaeozoic System　and those in
Akigawa Mesozoic System occured closely one after the other. Green rock intrusions
are probably of the ＳＯ･called "Labile Continental Ａｇｅ”named by Dr. M. Gorai.
　The mechanism of occurrence of the metal ore deposits in Chichibu Palaeozoic System
and in Akigawa Mesozoic System (Hidakagawa System in Kii　District) seems to be
common not only to almost all the deposits in Kochi Prefecture but also to those in Kii
District｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received Tune 14, 1956)
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